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№ 展示会社・団体 展示内容 

4 

新里達也*1・後藤健一*2・酒井孝明*3・高木圭子*1・谷

川俊二*4・坪山聡*5・吉田馨*6  

特定非営利活動法人 野生生物調査協会 

（*1株式会社環境指標生物、*2株式会社地域環境計

画、*3株式会社環境アセスメントセンター、 

*4株式会社応用生物、*5株式会社緑生研究所、 

*6株式会社エコリス） 

「紫外線 LED を用いた小型軽量ライトトラップの開

発」 

環境アセスメントの現地調査では、昆虫類の走光

性を利用したライトトラップ（灯火採集）が実施さ

れる。いわゆるボックス法と呼ばれる設置型トラッ

プでは、蛍光灯タイプのブラックライトを光源にし

た携帯式ランプを利用することが多い。このような

ランプは比較的大型で電池の消耗が早く、また、近

年の LED 市場に圧されて、光源のブラックライトの

製造自体が中止されることも懸念されている。 

私たちは、環境調査仕様に特化した光源機器の小

型軽量化と省電力化を目指して、紫外線 LED を用い

たライトトラップ（製品名：紫外線（UV）ライト

375THREE）の開発を行った。本製品は、375nmの UV・

LEDランプ3灯を装備し、単3乾電池3本を内蔵した

状態で 105g と極めて軽量で、連続 48 時間の点灯が

可能である。通常のブラックライトと比較した昆虫

類の捕獲実験では、両者間でその成績に有意な差は

認められなかった。本発表では、製品の仕様ならび

に実験結果について紹介する。 
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新里達也1,5・後藤健一1,6・酒井孝明1,4・高木圭子1,5・谷川俊二1,3・坪山 聡1,7・吉田 馨1,2
1特定非営利活動法人 野生生物調査協会
2(株)エコリス、3(株)応用生物、4(株)環境アセスメントセンター、5(株)環境指標生物、6(株)地域環境計画、7(株)緑生研究所
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比較実験方法
・近接光源：LEDと蛍光灯を隣接点灯
・孤立光源：10m間隔を置いて点灯
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